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防災学術連携体は 2021 年 4 ⽉に⼀般社団法⼈となり、⽇本学術会議・学協会・府省庁との連携を深め、くしくもコロナで進んだ
ネット環境を活かしつつ幅を広げた活動を進めています。 
防災学術連携体のホームページ（https://janet-dr.com/）に多くの情報を載せています。市⺠と学会の交流、学会間と⽇本学
術会議の交流・連携活動などに活⽤してください。 

 

1）日本学術会議公開シンポジウム・第 13 回防災学術連携シンポジウム（2022 年 5 月 9 日） 
「自然災害を取り巻く環境はどう変化してきたか」 

時代とともに、災害の要因となるハザードの変化だけでなく、災害を受ける社会や環境も急激に変化しています。自然災害を取り巻く環境の変化と対

応について学協会の情報交換と議論を⾏うことにより、今後の防災に向けた有意義な機会としたいと思います。 

平朝彦先生、安成哲三先生の基調講演に続き、２７の学協会からの多くの興味深いご発表があります。皆様の奮ってのご参加をお願いいたします。 

お申込み︓https://ws.formzu.net/fgen/S79677929/ 

ポスター︓https://janet-dr.com/060_event/20220509/20220509_leef.pdf 

 

2）防災科学の基礎講座 
防災学術連携体の会員学協会のご協⼒により、YouTube を活⽤した防災科学の基礎講座として、次の４つのシリーズの基礎講座を設ける準備を

進めています。１）防災科学への入門、２）防災対策の基礎講座、３）防災科学の基礎講座（学協会の企画版）、４）防災学術連携体シ

ンポジウムなどのアーカイブ活用    近々の公開をご期待ください。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

3）WEB 研究会 
防災学術連携体は、会員学協会の防災連携委員と⽇本学術会議からの学識会員を対象に、テーマを決めた WEB 研究会（ZOOM）を継続的

に開催し、学会間の情報交流と相互理解を進めています。 

最先端の分かりやすい話題提供の動画をホームページ上に⼀般公開していますので、是非ご視聴いただければと思います。 

WEB 研究会のアーカイブス︓https://janet-dr.com/071_webSG/071_webSG.html 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

4）会員、特別会員の紹介 
防災学術連携体の活動は５９の学会を会員として進められてきましたが、2021 年 4 ⽉の社団法⼈化を機会に防災減災に広く関係して活動され

ている多くの協会などの参加を期待して、特別会員を設けました。この⼀年に、⽇本免震構造協会、⽇本建築構造技術者協会、東京建築⼠会が

特別会員として入られました。色々な分野の協会などが特別会員として参加され、ご⼀緒に活動できることを期待いたします。 

会員・特別会員リスト︓https://janet-dr.com/010_about/013_about.html 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

4）防災推進国⺠⼤会 
2021 年のぼうさいこくたい（11 ⽉ 6 ⽇-7 ⽇）は、東⽇本大震災から 10 年を迎える東北の釜⽯を拠点にハイブリッドで開かれ、防災学術連携体

と⽇本学術会議の共催で⾏ったセッション「防災教育と災害伝承」は完全ネットで有意義に開催され、559 名のご参加がありました。 

報告書︓https://bosai-kokutai.jp/2021_report.pdf 

2022 年度開催の詳細はまだ決まっていませんが、本年もセッションを設けます、皆様のご参加を期待いたします。 

 
ニュースレターはバックナンバーも含め、以下からもご覧いただけます。 https://janet-dr.com/000_home/001_maga.html 

 

防災学術連携体事務局  website@janet-dr.com 
担当︓麓 絵理⼦（フモト エリコ）、小野口弘美（オノグチ ヒロミ） 
・ニュースレターの配信依頼、配信解除もここにご連絡下さい 

災学術連携体幹事・代表幹事 大友康裕（東京医科⻭科大学教授、⽇本災害医学会代表理事） 
                    米田雅⼦（東京工業大学特任教授、⽇本学術会議会員） 
         幹事・事務局⻑ 田村和夫（⽇本学術会議連携会員）     


